
事例６ 

 

島根県歯科医師会における歯科衛生士学生による地域歯科医療体験ツアー 

 

○ 事業名、事業実施体制および情報提供協力者 

事業名：島根県地域歯科医療体験ツアー 

事業実施体制：島根県 

情報提供協力者：島根県歯科医師会 

 

○ 事業内容等について 

本報告の本文でも述べたように、島根県では県の西部地区における歯科衛生士不足が顕著で

あることから、西部地区以外の島根県内自治体に在住する歯科衛生士学生等を対象に、同県西

部地域の歯科医療機関現場への二泊三日による体験ツアーが行われ、平成 25～28 年度で 36 名

が参加した（平成 28 年度は参加対象に歯科技工士学生も加わるようになり 2名が参加）。 

図 1は本事業の PRパンフレットから抜粋したもの、また図 2は事業の実施要領である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 地域歯科医療体験ツアーの PR パンフレット 
（資料提供：島根県歯科医師会） 
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 図 2 「地域歯科医療体験ツアー」事業の実施要領 
（資料提供：島根県歯科医師会） 

 

平成 28年度春休み  

歯科衛生士科・歯科技工士科学生等の地域歯科医療体験ツアー 

（地域歯科医療実習）実施要領 

１．目的 

 歯科医療を安定的に提供するために必要な歯科衛生士や歯科技工士が、県西部で特に少ない状況にあり、人材

確保が重要な課題となっています。そこで、担い手である学生等に県西部の歯科医療を実際に知ってもらい、Ｉ・

Ｕターンでの就業を促すことを目的に、歯科医療機関において「地域歯科医療体験ツアー（地域歯科医療実習）」

を実施します。 
 

２．プログラム 

（１）歯科医療機関等における実習 
（２）地域歯科医療関係者との交流会 
 

３．実施日程 

 春休み期間中の 1泊 2日 

  

４．実習カリキュラム 

１日目 （午後）歯科医療機関からのオリエンテーションと見学実習 
（夜）交流会 

２日目  歯科医療機関における見学実習  
※見学実習は、1泊2日の間で概ね1～2か所の予定です。 
なお、ツアーの参加決定後、交通手段、宿泊地、集合場所・時間等は島根県歯科医師会からご案内します。 

４．対象者 

現在、島根県県西部（大田市、邑智郡、浜田市、江津市、益田市、鹿足郡）以外に居住している歯科衛生士科

及び歯科技工士科の学生、及び歯科衛生士、歯科技工士有資格者を対象とします。 
 

５．定員  先着 8 名 

 

６．申込方法・問合せ 

添付の申込用紙に必要事項を記入の上、島根県歯科医師会事務局に郵送して下さい。 
（〆切 平成２９年２月２０日必着） 

（問合せ・申込先） 〒690-0884 島根県松江市南田町141-9 島根県歯科医師会事務局 宛 
          ℡:0852-24-2725  fax:0852-31-0198  mail: info@shimane-da.or.jp 
 

７．滞在費の支給 

 参加者には、実習のための滞在費として一人当たり２万円を支給します。なお、現地までの交通費は各自負担

となります。 
 

８．アンケートの提出 

 参加者には簡単なアンケートの提出をお願いします。 
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